










研究目的 

小児膠原病の代表的な疾患である全身性エリテマトーデス(SLE),皮膚筋炎(DM)は近年増加

の傾向にあり,とくに SLE はその 20%は小児期に発症する慢性難病である。これらの患児を

早期に的確に治療することはもち論,成長する小児期の管理指導は非常に重要であるが,現

状は必らずしも満足すべきものではない。稀な疾患として数少ない専門医にゆだねればよ

いという時代は過ぎた。これらの疾患を早期に正しく診断し,治療し,さらに薬物療法のみ

で満足せず,日常生活,学校生活をどのように送るかなど,生活指導も行う必要に迫られて

いる。 

SLE,DM について診断,治療,生活管理指導指針を確立することは,このような観点から要求

されている。SLE,DM の臨床的研究を行ない。これらの目標の達成に資することを目的とし

た。 


